
様式第 2号 (第 8条関係)

審議会等会議録

会議の名称 令和 7年度 第 1回 加須市通園通学区域審議会

開催日時
令和 7年 11月 11日 (火 )

午前 10時 00分から午前 11時 15分まで

開催場所 加須保健センター 2階会議室

議長氏名 横山 安男会長

出席委員

横山 安男会長、大熊 良章副会長、遠藤 幸夫委員、駒 俊明委

員、田村 智彦委員、開 勝委員、上松 寿明委員、土屋 一委員、
生田 寿宗委員、藤井 信博委員、榎本 華委員、山口 由起子委

員、酒巻 克太郎委員、大井 普委員、塚本 直樹委員、清水 博
文委員 (16人 )

欠席委員 長谷部 守男委員、五月女 政司委員、平山 奈津美委員 (3人 )

会議次第

1開  会
2委  嘱
3 教育長あいさつ
4 会長・副会長の選任
5 会長あいさつ

6諮  問
7議  題
(1)水深小学校の現状について

(2)水深小学校の通学区域について

(3)今後の予定について
8閉  套

会議資料の名称

。加須市通園通学区域審議会委員名簿

・【資料 1】 水深小学校における今後見込まれる普通教室不足の対応

について

。【資料 2-1】 加須市立小学校における児童数の推移

・【資料 2-2】 水深小学校における児童数の推移

・【資料 2-3】 水深小学校における児童数の推移 (詳細見込み)
。【資料 3】 水深小学校 現況図
・【資料 4】 水深小学校 通学区域図
・【資料 5】 今後の予定について

。【資料 6】 加須市通園通学区域審議会規則



会議の公開又は

非公開の別
公開

非公開の理由

傍聴者の数 0人

事務局職員職 。氏名

学校教育部長 中島高広、学校教育課長 高橋一也、教育総務課長
矢部 良貴、学校教育課主幹 田中崇亮、同課主幹 大沢智紀、同
課主幹 瀬高 央子、同課主任 .町田千尭、同課教育専門員 杉田

勝

会議録の作成方法
■ 要点記録
□ 全文記録

その他必要な事項



様式第 3号 (第 8条関係)

発言者 会議の内容(発言内容、審議経過、決定事項等)

事務局

小野田教育長

小野田教育長

事務局

各委員

事務局

仮議長 (小野田教

育長)

事務局

高橋学校教育課長

仮議長 (小野田教

育長)

各委員

仮議長 (小野田教

育長)

事務局

1 開会

2 委田属

3 教育長あいさつ

4 会長・副会長の選任
「加須市通園通学区城審議会規則」第3条第 1項の規定により会長

1名 t副会長 1名を委員の互選により定めるとしている。

また、会長が議長となるとしているが、現在空席のため、会長、副

会長が選任されるまでの間、暫定的に会議を進行する仮議長を選出し

たい。仮議長に小野田教育長を充てたいがよろしいか。

異議なし

ご異議がないので、小野田教育長に暫時進行をお願いする。

会長・副会長を互選によって定めるということだが、ご意見があれ

ばお願いしたい。

事務局の腹案があれば示してほしい。

事務局としては、会長に、水深地区の代表としてご尽力をいただい

ております横山委員にお願いしたい。

また、副会長につきましては、水深小学校の学校運営協議会の会長

である大熊委員にお願いしたい。

事務局から、会長に横山委員、副会長に大熊委員との案が示された

が ヽヽ か が か 。

異議なし

異議がないようなので、会長には横山委員、副会長には大熊委員に、

それぞれご就任をいただくことに決定し、仮議長の任を下ろさせてい

ただく。           ′

5 会長あいさつ
ここで、横山会長、大熊副会長にご挨拶をいただきたい。
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発言者 会議の内容(発言内容、・審議経過、決定事項等)

横山会長 (議長)

大熊副会長

事務局

小野田教育長

事務局

横山会長 (議長)

高橋学校教育課長

横山会長 (議長)

田村委員

事務局

遠藤委員

高橋学校教育課長

田村委員

高橋学校教育課長

上松委員

あいさつ

以後の議事進行については、横山会長にお願いしたい。

6 諮問
水深小学校の普通教室不足に伴う通学区域の見直しについて、小野

田教育長から会長へ諮問。

教育長は、公務の都合により退席させていただく。

7 議事
(1)水深小学校の現状について、事務局から説明をお願いする。

(資料に基づき説明)

事務局説明を受けて、ご意見、ご質問があればご発言いただきたい。

資料 2-2の児童数の推移について。
この人数は現在の住民基本台帳を基に推定されているもので、新た

に転入や転出は反映されていないということでよいか。

そのとおりである。

通学区域の再編についての検討であるが、具体的な案などはあるの

か 。

具体的な案については、今後の審議会で深めていきたい。

加須南小学校の人数や規模などの現状が示されていないが、今後審

議会内で示されるのか。

次国の審議会にて示したい。

資料 3のうち、現在 1階の教室に特別支援学級が 2ク ラス入ってい

るが、ここには元々普通教室が 1つあつたのか。それとも特別教室で

使用していたのか。

また、現在水深小で教育活動上の支障はあるのか。
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発言者 会議の内容(発言内容、審議経過、決定事項等)

酒巻委員

横山会長 (議長)、

高橋学校教育課長

横山会長 (議長)

開委員

横山会長 (議長)

生田委員

その教室の経緯について、元々パソコン室として使用していたが、

1人 1台端末の普及によリパソコン室が不要になった。令和 5年度は

特別支援学級の教室、令和 6年度は生徒指導や保護者対応に使う多目

的室として使用していた。令和 7年声又は特別支援学級として使用して

いる。北校舎 3階の4年 1組の教室を令和 5年度、令和 6年度はPT

Aの活動室として使用していたが、令和 7年度当初に向けて防音仕様

を措置してもらい、普通教室として使用したが、それでも足りないた

め、 1階の部屋を使用している状況である。

教室がないことの苦労としては、子どもに寄り添って話を聞いたり、

保護者対応など諸対応を行う場所がないことである。

(2)水深小学校の通学区域について、事務局から説明をお願いし

たい。

(資料に基づき説明)

事務局から水深小学校の通学区城について説明があつた。

通学区域の線引きについてはこれから検討していければと思うが、

先ほど田村委員から話があつたように、加須南小学校の現状が分から

ないと検討が難しいかと思う。

委員の皆様方、ご意見・ご質問がございましたら挙手の上、ご発言

いただきたいj

令和 9年度からの運用開始とあるが、兄弟関係や中学校の学区につ

いてなど様々な問題があると思う。

水深小学区の子どもが加須南小に来るとなると、橋を渡るなど通学

路上の問題もある。

より具体的な方策として市がどのように考えているのか、今後の審

議会で示してほしい。

自治会、PTA、 学校などそれぞれの立場で懸念する点があると思

うが、なにか他に意見がある方はいるか。

加須南小学校では子どもたちの通学を見守る旗当番があり、保護者

が輪番で行っている。また、学校応援団やふれあい推進長など地域の

皆様が助けて下さちているが、通学区域を変えることによって、地域

の区切りが急に変わると問題がでると思う。

また、現在加須南小の通学路は、比較的大きな道路をまたがないよ
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発言者 会議の内容(発言内容、審議経過、決定事項等)

横山会長 (議長)

横山会長 (議長)

高橋学校教育課長

横山会長 (議長)

田村委員

事務局

横山会長 (議長)

酒巻委員

事務局

田村委員

事務局

うになっているが、通学区域を変えるのであれば、安全面を考慮した

通学区城を考えていかなければと思う。

いくつか具体的な意見をいただいたので、各自検討していただけれ

ばと思う。

(3)今後の予定について、事務局から説明をお願いしたい。

(資料に基づき説明)

自治会の立場としては住民から様々な意見を聞きたいと思う。

また、PTAの方については、保護者から意見が出てきた場合はこ

の審議会で話していただければと思う。

ただ今、事務局から「今後の予定について」説明があつた。ご意見、

ご質問があればご発言いただきたい。

令和 8年 1月 に住民公聴会というのは、住民から話を聞くというこ

とでよろしいか。

住民の方から意見を聞く場を設けることを想定している。

住民から区長に、この件だけでなく、たくさん話が入ってくると思

うので、教育委員会にぜひともあげていただければと思う。

本日の内容等について、保護者や住民から聞かれた場合、何をどこ

まで答えてよいのか。

議事録にて公開されるため、議事録にあるもの、この場で話し合つ

たことについてはお答えいただいてよいと考えている。

この審議会というのは、大枠の方針を決めるのか。具体的に言うと、

いつからどの人の学区が変わるということに付随する細かい事につぃ

てもこの審議会で決めるのか。

それも含めて、みなさんから出していただいた意見についてはこの

審議会で話し合つて決めていきたいと考えている。

また、地元自治会の意見を聞いていただき、それを審議会の場で出

していただきたい。
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発言者 会議の内容 (発言内容、審議経過、決定事項等)

横山会長 (議長)

事務局

駒委員

開委員

横山会長 (議長)

事務局

横山会長 (議長)

生田委員

横山会長 (議長) 次回の会議の際にも意見を言つていただければと思う。

ぜひ自治会の意見も吸い上げていただき、教育委員会に出していた

だければと思う。

他に意見はあるか。

先ほど田村委員から加須南小の現状について要望があつたとおり、

次回の審議会で示させていただくが、教育総務課で把握しているもの

について共有させていただく。

現在加須南小には余裕教室が6つある。次回、図面等も準備する。

通学路に歩道がないことが,い配である。通学区域についてもだが、

通学路の整備が先ではないかと思う。

令和 9年度から新しい学区で行きたいということであれば、通学路

の整備はもつと早めに行わなければならないと思う。子どもたちの安

全があってこその学区の再編になるので、通学路の整備の予算やスケ

ジュールも具体的に考えたことを次回の審議会で示してほしい。

環境整備のスケジユール等について強い要望があつた。道路の整備

については市だけの問題でなく県も合めてうまく連携をしながらお願

いしたい。

水深小の通学区城がとても広く水田も多いため、宅地開発によりさ

らに水深小の人数が増えるのではないかと感じた。そのため、加須南

小と水深小の調整だけでなく、今後を見据えて、このタイミングで他

の学校とも調整ができたらよいのではないかと個人的には思う。

具体的な課題等をいただき、できる限り次回までに資料を作成し臨

みたいと思う。なお、次回は 12月 中の開催を予定している。

委員の皆様には、それぞれの組織の代表として可能な限り意見を吸

い上げていただきたい。

通学路の整備については時間がかかるものではあるが、子どもたち

の安全を最優先に考えていきたい。

次回 12月 を予定しているとのことであるが、日程を早めに決めて

いただき、会議資料についても事前に送付をお願いできればと思う。
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発言者 会議|の内容(発言内容、審議経過、決定事項等)

事務局

以上をもって、本日予定された議事を全て終了する。

8 閉会

会議の内容に相違ないことを証するため、ここに署名します。

令和7年 11月 2『 日
施署名 歩氏 翠 易

6


